
 

ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲに集う 

すべての仲間の 

ＪＲ連合への 

総結集を！！ 
Ｎｏ． ８ 

２０１９年７月１２日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ西労組第３１回定期中央本部大会開催 

上村委員長体制を確立、魅力と求心力あるＪＲ西労組を築く！ 
ＪＲ西労組は、７月９～11 日、松江市の「ホテル一畑」において、「創造・参

加・実践 原点に立ち返り、安全の向上と組織の強化を図り、魅力と求心力のあ

るＪＲ西労組を築こう！」をメインスローガンに掲げ、第 31 回定期中央本部大

会を開催した。大雨による伯備線運転休止の影響もあり、日程を短縮したスケジ

ュールとなったが、代議員、特別代議員、および傍聴者等の総勢約 500 人超の組

合員が出席し、2019 年度の運動方針を満場一致で決定した。 

また、大会に併せて「ＪＲを活かした山陰地域の持続的な進行にむけて」と題

したパネルディスカッションが松浦松江市長、久保田山陰合同銀行会長、高須島

根大学地域人材育成マネジャー、牧原ＪＲ米子支社長、廣澤ＪＲ西労組米子地本

委員長の参加により開催された。議論の中では観光列車「瑞風」「あめつち」が山

陰地域にもたらす波及効果が確認できた他、二次交通へのＩＣカード導入、高速

鉄道網の整備、鉄道の強靭化など、ＪＲに対する期待と要望意見が発せられた。 

大会では、執行部を代表して荻山執行委員長が挨拶に立ち、「忘れてはならない

運動の原点は、国鉄改革と福知山線列車事故である。それら大きな課題を乗り越

えるべく先人先輩がＪＲ西労組運動を推進し、今や組織率は 95％に及ぶ。今後も

各課題に対して企画提案運動に取り組み、魅力と求心力のあるＪＲ西労組を築こ

う！」と力強く訴えた。また、大会質疑では、本会議 15 人、組織・財政小委員

会 40 人、業務小委員会 46 人からそれぞれ運動方針を補強する発言があった。 

さらに、大会懇親会では、丸山島根県知

事、平井鳥取県知事、来島ＪＲ西日本社長

をはじめ多くのご来賓からご祝辞をいた

だいた。 

役員改選では、長年に亘りＪＲ西労組

を牽引してきた荻山委員長、里内副委員

長、城副委員長らが退任し、新たに上村委

員長、本田副委員長、松原副委員長、白壁

副委員長、羽野書記長を三役に据えた新

体制を確立した。 

 


